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「 神々 の闘 争」と科学

































































































































































































































よって可能であるとする立場もありうる (40)。この立場に対してウェーパーは， そこでは I~存
在するもの』の認識と『存在すべきもの』の認識とが原理的に区別されていない(41)Jと批判

























また「職業としての学問」の中では， I論理や方法論上の諸規則の妥当性 CGeltung)j と，
研究結果が Ir知るに値する』という意味で重要な (wichtig)事柄である」という二つのこと












































「科学のための科学」という立場に他ならない。 また， 科学はかつては， I真の実在への道j，
「真の芸術への道j，I真の自然、への道j，I真の神への道j，I真の幸福への道」などと考えられ
てきたが，今日ではこのような見解は「すべてかつての幻影として誠び去った」とも言われて
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